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1. 絹製品の洗たく時には既報のごとく，黄褐変事故

や風合などの変化が起こりやすいので，洗剤が余分に残

ることは好ましくない。本報ではすすぎ洗いの条件と絹

布に残存する活性剤量との関係を明らかにすることを目

的とした。

2. 各種の活性剤， 市販洗剤に よっ て洗浄した絹布

（フラットクレープ）を1 ㈲％ に絞り，すすぎ液の温度

ならびに回数と活性剤の吸着量（Ig の絹繊維に吸着さ

れている活性剤量を重量法で表わした）との関係を求め

た。

3.   M)すすぎ液の温度は一般に高いほど活性剤が除去

されやすくなるが，アルキルベンゼンスルホン酸ソーダ

を用いた場合には比較的高温の液ですすぎ洗いを行なわ

ねばならない。

㈲すすぎ洗いの回数は一般に多いほど活性剤がよく除

去され，すすぎ液の温度が高いほどそのすすぎ洗いの回

数を減らすことができる。

㈲洗浄処理温度が高くなるほど一般に活性剤の吸着量

は増加し，すすぎ洗いで除去しにくくなる傾向かおり，

特にアルキノレ゛ンゼンスルホン酸ソーダ塩，ポリオキシ

エチレンアルキルフェノールエーテル，アルキロ―ルア

ミドなどにその傾向が顕著に認められた。


